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日本銀行熊本支店
支店長 田原　謙一郎
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　パリ五輪が終わった。スポーツが好きだ。するのも、観るのも、関わるのも。
　スポーツには、健康増進や教育的価値に加えて、地域の活力を高める経済的価
値がある。欧米では、1984年のロス五輪を契機として、スポーツ産業が進化して
きた。かなり遅れて、わが国でも、2015年にスポーツ庁が設置され、スポーツ産
業の活性化が国の政策にも取り上げられるようになった。
　スポーツでお金を稼ぐと言うと、眉をひそめる方がおられるかもしれない。し
かし、稼いだお金は、人々の健康や教育、街の賑わいのために再投資されていく。
先行する欧米での成功事例を取り入れて、日本の各地で、スポーツを通じた地域
の活性化と新しい街づくりを目指す取り組みが広がっている。
　プロ野球の球団が拠点を置く北海道のボールパークは、野球場と周辺施設を融
合させた官民連携のプロジェクトとして、昨年、開業した。球場部分より周辺施
設の方がずっと広い。野球の試合がない日でも営業し、ホテルや温泉、子どもの
遊び場、商業施設などの複合機能で人を呼び込んでいる。
　バスケットボールチームの拠点となる各地のアリーナも、試合のほかにコン
サートやシンポジウムなど多様なイベントを誘致することで交流人口を拡大する
狙いがある。災害時には住民が避難できるシェルターの役割を果たすことも視野
に入れている。
　今秋開業を予定している、ＪＲ長崎駅前の大型複合施設のことは、ご存じの方
も多いだろう。サッカースタジアムを見下ろすホテル、バスケットボールのアリー
ナ、オフィスビル、ショッピングモールからなる一大拠点だ。
　こうした近年のスポーツ施設のあり方で肝要なのは、スタジアム・アリーナを
駅ちか・街なかといった利便性の高い場所に立地することにある。アクセスが良
いからこそ、地域ネットワークの拠点として、周辺と一体的な開発を進める意義
が出てくる。集客施設や健康・福祉関連施設等との複合効果も大きくなる。勿論、
そこには、収益を高めるための仕掛けとスタジアム・アリーナ経営を担える人材・
組織が必要だ。
　こうした観点で熊本のスポーツ施設をみてみると、現状、どうだろうか･･･。
　建設から数十年経過している施設も多い。今後、当地においても、地元チーム
の活動を盛り上げながら、スポーツ施設の整備の方向性について、多様な観点か
ら充実した議論が交わされることを期待したい。
　さらに、この議論は、熊本における交通アクセス改善とも表裏一体といえるの
ではないか。「めざせ車１割削減、渋滞半減、公共交通₂倍」という有識者の提
言も出ている。熊本都市圏の交通渋滞の解消に向けたハード・ソフト両面での施
策が進み、地元の方々も県外（海外）から来る人も、さらには、障がいの有無に
関わらず、全ての人がより円滑に移動できる熊本を想像したい。
　パラリンピックの盛り上がりにも期待して、残暑お見舞い申し上げます。
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